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１．少子化の現状

○石川県の人口：１，１４２，９６５人（平成30年10月1日現在）

本県の人口は平成１７年に減少に転じ、今後も減少が続くと推計されている

実績値（～H27) 推計値

人口の推移及び将来推計（石川県）
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出典：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「都道府県別将来推計人口」

国の取組みに加え、自然減・社会減の両面から
県独自の人口減少対策を実施
目標値
［自然増減］合計特殊出生率：

2014(H26)年1.45 → 2019(H31)年1.58
（※いしかわ創生総合戦略の数値目標）
2028(R10)年1.8 → 2038(R20)年2.07

［社会増減］転入出数： 2020年±0人
→ 2025年以降+300人

【目標】
2060年：93.1万人

（2010年比２割減）
（△20%）

国のビジョンより
２年前倒し

いしかわ創生人口ビジョン（2015年10月）
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１．少子化の現状

○合計特殊出生率：１．５４（平成30年）（全国１６位） 全国平均１．４２
一人の女性が生涯に産むとされる子どもの数である「合計特殊出生率」は、平成１７年の１．３５からは緩やかに上昇傾向にあるもの

の２０２８年の目標である１．８に対しては、依然として低い水準

○出生数：８，３５９人（平成30年）

1年間の出生数は、平成21年は1万人を割り込み、以降減少傾向が続いている

２

15,990 

18,125 

15,138 

11,535 
11,093 

11,467 
11,342 

10,886 10,906 
10,528 

10,049 10,235 
10,294 

10,199 9,849 9,602 9,555 9,544 9,449 
8,961 9,072 8,927 8,696 8,359 

2.00 

2.13 

1.75 

1.54 

1.42 
1.36 1.33 1.32 1.29 1.29 1.26 

1.32 1.34 1.37 1.37 1.39 1.39 1.41 1.43 1.42 1.45 1.44 1.43 1.42 

2.05 

2.07 
1.87 

1.60 

1.46 1.45 
1.40 1.37 1.38 1.35 1.35 1.36 1.40 1.41 1.40 1.44 1.43 1.47 1.49 1.45 

1.54 1.53 1.54 1.54 

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

S35 S45 S55 H2 H7 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

合計特殊出生率出生数（人）

合計特殊出生率（石川県）

出生数(石川県）

合計特殊出生率（全 国）

出典：厚生労働省「人口動態統計」

1万人を割り込む

過去最低の1.35

合計特殊出生率（全国、石川県）及び出生数（石川県）の推移



２．結婚、妊娠・出産を巡る現状

いずれの年齢層においても、未婚率が上昇傾向男女の年齢別未婚率（石川県）

３



２．結婚、妊娠・出産を巡る現状

５０歳時の未婚割合（生涯未婚率）

４

５０歳時の未婚者は、男性で約５人に１人、女性で約９人に１人



２．結婚、妊娠・出産を巡る現状

女性の初婚年齢と母親の平均出生時年齢 平成７年と比べ３．３歳上昇

５



３．子育てを巡る現状

１８歳未満の子どもがいる世帯の家族構成

核家族世帯は増加傾向（約８割が核家族）

６



３．子育てを巡る現状

幼児教育・保育の無償化（Ｒ元年１０月～）

７

３～５歳児の全世帯

幼稚園、保育所、
認定こども園など

認可外保育施設
（保育の必要性あり）

全額無償
（幼稚園は月2.57万円まで）

月3.7万円まで無償

０～２歳児については、住民税非課税世帯が無償化の対象



３．子育てを巡る現状

放課後児童クラブ数、放課後児童クラブ児童数の推移

８

放課後児童クラブの
ニーズが高まっている



３．子育てを巡る現状

携帯電話及びスマートフォンの所持率の推移

携帯電話及びスマートフォンの所持率の推移（石川県）

→Ｈ２４ 小学６年生11.9％、中学１年生14.0％、高校１年生96.5％

Ｈ２８ 小学６年生23.3％、中学1年生39.2％、高校１年生96.1％

携帯電話に関するアンケート調査（石川県教育委員会）

９

近年減少傾向

＜参考＞携帯電話及びスマートフォンの利用率（全国）

→Ｈ２８ 小学生50.4％、中学生62.5％、高校１年生96.5％

青少年のインターネット利用環境実態調査（内閣府）

少年非行件数の推移



３．子育てを巡る現状

児童虐待相談対応件数の推移

県民意識の高まりから通告件数が増加
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３．子育てを巡る現状

出典：厚生労働省「福祉行政報告例
11

里親委託率は徐々に
上昇傾向

社会的養護を必要とする児童数と養育先の状況（石川県）



３．子育てを巡る現状

ひとり親世帯数（石川県）

12

総世帯数の推移にあわせ、
ひとり親世帯も２～３％の割合で推移



４．仕事と生活の調和（ワークライフバランス）の現状

女性の年齢階級別就業率

13

本県における女性就業率は全国２位（５年前と比較しても上昇）
２０代後半から３０代の就業率の落ち込みが全国に比べて小さい



４．仕事と生活の調和（ワークライフバランス）の現状

就業時間が週６０時間以上の労働者割合

14

依然として３０～４０代の男性で高い



４．仕事と生活の調和（ワークライフバランス）の現状

15

育児・家事関連時間（６歳未満の子どもをもつ夫婦） 週全体（分）
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夫の時間は増加しているものの、
妻との差は依然として大きい

＜夫＞

出典：総務省「社会生活基本調査」

※ 育児（例：乳幼児の世話、子どものつきそい、勉強相手、遊び相手、送迎、保護者会に出席）

＜妻＞


